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4 2 0 19  N I S S A N / N I S M O  M O T O R S P O R T S  P R O G R A M S
2019年モータースポーツ活動計画発表会

6 I n t e r v i e w  w i t h  M o t o h i r o  M a t s u m u r a
松村基宏総監督インタビュー

8 T E A M S  &  D R I V E R S
チーム＆ドライバー紹介

12 N E W F A C E
新加入ドライバーインタビュー 

16 F I A  F O R M U L A  E  C H A M P I O N S H I P
第2戦〜第4戦レポート

18 2 0 19  I M S A  We a t h e rTe c h  S p o r t s C a r  C H A M P I O N S H I P
ニッサン・オンロークDPi 4位入賞

2 0 I M S A  H e r i t a g e
「ニッサンイヤーズ」を築いたニッサンGTP ZX-T

2 2 L I Q U I - M O LY  B AT H U R S T  12  H O U R
新しい戦いの始まり 

2 4 2 4 H  D U B A I  2 0 19  &  N U R B U R G R I N G  2 4 H
耐久レースへの挑戦

2 6 2 0 19  J A PA N E S E  R A L LY  C H A M P I O N S H I P  
ノート e-POWER NISMO Sが初陣で4位完走

2 8 CR AF TMANSHIP  OF  NISSAN / NISMO
日産／ニスモを支える匠

3 0 N I S M O  D R I V I N G  A C A D E M Y
内容を新たに今年も開講

3 1 W O R K S  T U N I N G  "C I R C U I T  D AY "  
「サーキットデイ」なら家族で一日楽しめる！

3 2 N I S M O  PA R T S
NISMOパーツ最新情報

3 4 M O T O R S P O R T S
PADDOCK TOPICS

3 6 I I K O T O - C H A L L E N G E  
9回目のイイコトチャレンジで2550名が激走！

3 7 N I S S A N / N I S M O  C O L L A B O R AT I O N  G O O D S
こだわりの逸品 with NISSAN/NISMO

3 8 S U P P O R T E R ’ S  PA D D O C K
2019年春夏NEWアイテム／読者プレゼント

2014年に始まったFIAフォーミュラEシリーズは、シーズン5・第5戦香港ラウンドで50戦目を迎えた。
6つのマニュファクチャラーチームを含む11チームの電動フォーミュラマシンの戦いを見るため、
香港や澳門、広州といった国際都市から多くの観客が、香港フェリーポートの特設会場に集まった。
予選まではウェットながら、決勝はダンプという難しいコンディション。
オープニングラップのホールショットを獲ったのは、フロントロースタートのオリバー・ローランドだった。
その後のアクシデントでローランドはリタイアを喫するが、
ニューカマーのニッサンがフォーミュラE初優勝を遂げるのはそう遠くではない、
そう思わせるオープニングラップの勢いであった。

ニッサンがフォーミュラEを制する日
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　毎年恒例となった、シーズン開幕前のモーター

スポーツ活動計画発表会。2019 年の発表会は、

ここ数年と趣向を変えて、神奈川県横浜市の日産

自動車グローバル本社ギャラリーの日産ホールで

行われた。例年どおりファンを招いての開催と

なったが、600 人を収容するホールは開場とほ

ぼ同時に満席になってしまう盛況ぶりに、日産

陣営への熱い期待がうかがえた。NISSAN GT-R 

NISMO GT500 と LEAF NISMO RC が並ぶス

テージを前に、集まったファンの熱気は徐々に高

まっていった。

　そして 13 時、いよいよ発表会がスタート。ニ

スモ代表取締役社長兼 CEO の片桐隆夫より、

モータースポーツ活動概要の説明が行われた。す

でにシーズンが始まっているフォーミュラＥ選

手権の説明に続き、多くの注目が集まる SUPER 

GT シリーズ GT500 クラスが発表された。

「2019 年シーズンに向け、競争力の強化とシリー

ズチャンピオンの奪還を目標に掲げ、ハード面・

ソフト面の見直しに取り組みました。体制の見直

しを行うなかで、4 チームすべてが強くなること、

より迅速な意思決定を行うこと、車両開発とチー

ムとの連携をさらに強化することに重点を置きま

す」と、意気込みを語る片桐社長。

　松村基宏日産系チーム総監督の紹介に続き、各

チームの紹介では、4 台中 3 台の体制変更にファ

ンからどよめきが起きるシーンも。あわせて、長

1ニスモ代表取締役社長兼CEOの片桐は、新体制でのタイトル奪還を宣言。2松村総監督も総力を結集して臨む決意を語った。3本山エグゼクティブアドバイザーのセレモニー
では星野監督らが労をねぎらった。4レースを通じた人材育成「NISSAN MECHANIC CHALLENGE」について熱く語る近藤監督。5最後は出演者とファンがハイタッチ。

2019年モータースポーツ活動概要

2019 NISSAN/NISMO
MOTORSPORTS PROGRAMS

捲
け ん

土
ど

重
ち ょ う

来
ら い

を期す
2019年モータースポーツ活動計画発表会
2月9日、横浜の日産グローバル本社・日産ホールにて
2019年シーズンのモータースポーツ活動の発表会が行われた
各カテゴリーのドライバーたちが多数参加し、今シーズンの躍進を誓った

年日産／ニスモのドライバーとして走り続けてき

た本山哲が GT500 クラスの第一線を退き、エグ

ゼクティブアドバイザーとして、日産系チームを

サポートすることが発表された。続いてカスタ

マーレーシングプログラム、グラスルーツカテゴ

リーの支援などが発表され、12 月 8 日（日）に

NISMO Festival の開催決定も報告された。

　片桐社長は「今年は NISSAN GT-R が誕生 50

周年を迎えるにあたり、GT-R の名にふさわし

い力強いレースを、そして世界の街で NISSAN 

INTELLIGENT MOBILITY のパフォーマンスを

お見せしていきたいと思います。今年もよりいっ

そうの応援をよろしくお願いいたします」と最後

に挨拶し、会場は大きな拍手に包まれた。

　その後、本山哲エグゼクティブアドバイザーの

GT500 引退セレモニーを実施。星野一義監督や、

柿元邦彦アンバサダーなど、関係の深い人物たち

が花束を持って登壇し、感謝の気持ちを伝えた。

続いて GT500 や GT3 など、各カテゴリーのド

ライバーや監督が登壇してトークショーを開催、

また、新たな取り組みとして日産・自動車大学校

と販売会社の整備士がレースメカニックとして参

加する「NISSAN MECHANIC CHALLENGE」

の紹介も行われた。フィナーレは恒例となったハ

イタッチ会で締めくくり。ファンと触れ合い、心

温まるひと時を過ごした登壇者一同、シーズンへ

の思いを新たにする発表会となった。
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NEW FACE

「私は他メーカーの育成ドライバー出身で、GT500にも長く参戦

していましたが、2017年シーズンいっぱいで所属チームとの契

約が終了することになり、その年の12月頃から柿元（邦彦）さ

ん、田中（利和）監督と話し合いを始めました。18年シーズンは

GT300クラスを戦いながら将来を見据えて話し続けていたとこ

ろ、年末に開催された日産のオーディションに呼んでいただけまし

た。その際に所属していたチームの監督も、『残念だけどそういう

チャンスがあるならぜひチャレンジしてみろ』と後押ししてくれま

した。その結果、今年は日産陣営に入ることになりました。たくさ

んの人のおかげで今があるので、感謝の気持ちでいっぱいです。

　プライベートではGT-Rが昔から好きだったので、そのGT-Rに

乗ってGT500クラスを戦うことになったのがとても嬉しいです。

これまではライバルメーカーにいましたから、立場上GT-Rが好き

ですと大きな声では言えませんでしたが、今年からは堂々と言える

ようになりました（笑）。クルマを走らせることが好きなので、レー

ス以外のときも父親の32GT-Rを『ちょっと貸して』と借りて走

らせています。（松田）次生さんとも、今度一緒に走りに行こうと

意気投合しました。GT-Rは心くすぐられるエンジン音が最高です

よね。

　本格的なGT-Rでの走りこみはこれからですが、17年シーズン

まで乗っていたクルマと比較すると、同じモノコックを使っている

のに、それぞれ特色があるんだなと感じました。GT-Rにはすごく

良いところもある一方、改善していかないといけない面もあるよう

にも思います。これまでは、GT-Rはトラクションが良く、低速で

エンジンのトルクもありそうだとの印象を持っていました。富士の

セクター3などでは引き離されていましたし、レースの後半にト

ラクションがルーズになってきても、GT-Rはまだ余力がある感じ

でしたね。実際に乗ってみて『ああ、このことか！』と納得しまし

たし、そこがGT-Rの強みなのだと改めて理解しました。

　大勢の日産ファンの方々にウェルカムで迎えていただいたので、

本当の意味で一日も早く認めてもらえるような結果を皆さんにお見

せしたいと思っています。以前から日産応援団の熱い応援を眺めて

はいましたが、あの応援団が今年は自分の後についてくれるんだと

思うと楽しみです」

子供の頃からGT-Rが大好き
堂々とGT-Rファンを名乗れます

Kohei
Hirate
1986年3月24日生まれ　33歳　愛知県小牧市出身

平手晃平

2019年シーズン
日産系チームに加入した
３選手の素顔に迫るインタビュー！
Text by Makoto Ogushi　Photo by Yasuhiro Oshima
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